
訳者解題

以下に訳出したのはJeffreyA.Bowman,TheBishop

BuildsaBridge:SanctityandPowerintheMedieval

Pyrenees,TheCatholicHistoricalReview88-1（2002）,

pp.1-16である。ジェフリィ・アラン・バウマンJeffrey

AlanBowman博士は，1966年生まれ。米国イェール

Yale大学で，トマス・ヘッドThomasHead，ポール・

フリードマン PaulFreedman，ジョン・ボズウェル

JohnBoswellの薫陶を受け，10-11世紀カタルーニャ

Catalunya（現スペイン北東地方）の紛争研究で博士の

学位を取得した。1997年からケニヨンKenyon大学で

教鞭をとり，現在は教授として歴史学を担当する。初期

および盛期中世の南西ヨーロッパ（イベリアおよび南フ

ランスの一部）を対象に，法制史・教会史の両分野を接

合した研究を進めている。

法制史研究の代表は，2004年に出版された主著『境

界標の移転。紀元千年前後のカタルーニャにおける財産・

証拠・紛争 1）』であろう。フランス学界のフィリップ・

ビュックPhilippeBucをして紛争研究の「もっともす

ぐれた分析にして歓迎すべき成果」と称賛せしめ，出版

翌年にはアメリカ歴史学協会 AmericanHistorical

Associationのプレミオ・デル・レイ賞PremiodelRey

Prizeに選ばれた2）。教会史研究としては，10世紀前半

コルドバCordobaで処刑された聖ペラギウスPelagius

殉教録英訳とその分析があり，半島北部の聖職者とモサ

ラベ聖職者あるいはムスリムの詩人の間にあった一定の

共通認識を明らかにしている3）。
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橋をかける司教
中世ピレネーの聖性と権力

ジェフリィ・A・バウマン
（村上司樹 訳）

◆要 旨

『聖エルメンガウドゥス伝』によれば，ウルジェイ司教アルマンゴルは架橋工事の途中で川に落ちて死ん

だ。しかしわずか半世紀後には，聖人として揺るぎない地位を確立する。都市と農村の別を問わず，広く司

教区全域で崇敬を集めたのは，物的な橋をかけると同時に霊的な橋で信徒たちの魂を守ったからであった。

まず橋は住民に安全をもたらし，かつ巡礼や商人の往来を活発にする。それゆえ11世紀ピレネー地方にお

ける都市化の進行を後押しした。また橋の建設は，重要な統治行為であると同時に，キリスト教的な信心行

為でもあった。司教と橋の関係は深い。さらにアルマンゴルの場合，水に関わる奇蹟を通して，地域住民の

自然征服を助けたことが熱心な崇敬につながった。証書と聖人伝という2種類の史料群を駆使しながら，都

市成長の第一期ともいうべき11世紀前半の司教が果たした多面的役割を考察する。

キーワード：司教，橋，都市，聖人，11世紀，スペイン，カタルーニャ，ウルジェイ

（2011年9月13日論文受理，2011年11月4日採録決定 『都市文化研究』編集委員会）

都市文化研究 StudiesinUrbanCultures

Vol.14，120131頁，2012

◇翻 訳◇

図版1 都市ウルジェイ

J.Bol�s,V.Hurtado,AtlesdelComtatd・Urgell,Barcelona2006,p.

79をもとに作成。



本稿の特徴もまた，他の地域とは比較を絶するほど豊

富なカタルーニャの証書史料と，逆にカタルーニャでは

極めて稀な聖人伝史料を併用した11世紀司教論という

点にある。それは上述の2大テーマにも重なるが，主に

証書を手がかりとした前半部では司教・伯の聖俗パート

ナーシップにもとづく統治のあり方と，そのような理念

の下で司教が果たした幅広い役割が考察対象になってい

る。法廷戦術を駆使した教会所領の防衛と並んで，一種

の経済政策が司教の聖性を高めたとする論の展開に注目

したい。橋の建設も司教に期待された役割のひとつであっ

た。橋がもつ物的な意味と霊的な意味の両面から司教ア

ルマンゴルErmengolの聖性に迫った後半部は，本論

文の真骨頂をなしている。交通インフラを整備する公共

事業主（にして施工者）であったアルマンゴルは，水を

通して人間社会と自然の関係を調整する仲介者でもあっ

た。こうした考察には聖人伝研究の豊富な知見がうかが

われる4）。

末筆ながらバウマン博士は，本論文の邦訳を喜ばれる

とともに，訳者の細かな質問にもEメールで迅速かつ

丁寧に回答してくださった。あらためて感謝するととも

に，今後ますますの活躍を祈念してやまない。

注
1.［訳注］J.A.Bowman,ShiftingLandmarks:Property,Proof,

andDisputeinCataloniaaroundtheYear1000,Ithaca&

London,2004.同じカタルーニャでも都市バルセロナBarcelona

を中心とした地中海沿岸に比べ，中世ピレネーは日本語読者にとっ

て未だ馴染みの薄い地域であると思われる。そこで本訳稿では，

英語原文にない解説を訳注として挿入した。図版もすべて訳者が

追加したものである。

2.［訳注］ビュックの書評は以下の掲載誌を参照。TheJournalof

interdisciplinaryhistory,37-1（2006）,pp.122-124.プレミオ・デ

ル・レイは，13世紀バレンシア史研究で知られ，アメリカ中世ス

ペイン史学会 AmericanAcademyofResearchHistoriansof

MedievalSpainの初代議長も務めたロバート・イグネイティア

ス・バーンズRobertIgnatiusBurns（1921-2008年）が出資して

1990年に創設された学術賞。6-15世紀スペインの歴史・文化に

関する研究のうち，2年ごとにもっとも優秀と認められた業績に

贈られる。2010年までの11人の受賞者については，以下のホー

ムページを参照。http://www.historians.org/prizes/awarded/

PremioWinner.htm

3.［訳注］Bowman,TheMartyrdomofSaintPelagius,transla-

tionandintroduction,inT.Head（ed.）,MedievalHagiography:

ASourcebook,NewYork2000,pp.227-235;BeautyandPas-

sioninTenth-CenturyC�rdoba,inM.Kuefler（ed.）,TheBos-

wellThesis:EssaysfortheTwenty-FifthAnniversaryofJohn

Boswell・sChristianity,SocialTolerance,andHomosexuality,

Chicago2006,pp.236-253.

4.［訳注］バウマン博士が現在手がける2つの研究プロジェクト

も，前述の2大テーマに沿ったものである。すなわち法制史面で

は裁判権の行使に注目して9-12世紀ヨーロッパの女性（したがっ

て大半は伯妃や副伯妃）を考察し，教会史の領域では初期中世ス

ペインにおける聖人崇敬と共同体，とりわけ儀礼と政治の相互浸

透関係を分析しているという。特に後者については，殉教聖人が

流した血とタラゴナTarragonaやメリダMeridaのような後期

古代都市の変容，あるいは司教聖人による市場開設や造幣活動と

11世紀イベリア固有の為政者的聖性など，都市的問題との関連で

アプローチしている点が興味深い。
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1035年11月，ウルジェイUrgell司教アルマンゴ

ルの在職期間は，あっけない幕切れを迎えた1）。四半世

紀にわたってピレネー地方カタルーニャ圏theCatalan

Pyreneesの同司教区を教導した末の，事故死である。

この日アルマンゴルは，セグラSegre川に臨む丘陵地バ

ルBarを訪れていた。高地ピレネーthehighPyrenees

に水源をもち，ウルジェイ司教区を南北に縦断するこの

急流に橋をかけるためである。聖人伝によれば，架橋工

事を指図するのではなく，みずから建設に従事したとい

う2）。現代なら，さしずめ直接参加型の政治家とでもい

おうか。実をいえば同時代にも，このアルマンゴルを指

して「建設者司教episcopusathleticus」と表現した例

が，少なくとも1件は確認できる。こうして司教が作業

に当たっていたまさにそのとき，突如として橋が崩れ落

ちたのである。アルマンゴルは流れに呑まれ，川下の岩

に叩きつけられた頭蓋骨は粉々に砕け散った。

図版2 司教アルマンゴル時代のカタルーニャ

（伯領と司教区）



紀元千年ごろの司教像を考えるうえで，アルマンゴル

の生涯ほど豊かな情報源はない。精力的で長命を保った

為政者であるばかりか，聖人伝と証書という2種類の史

料にも恵まれているからである。11世紀カタルーニャ

社会は，ヨーロッパでも抜群に高いリテラシーを備えて

いた。司教アルマンゴル期の贈与文書，売却文書，遺言

状，財産をめぐる裁判記録の数は，実に160を越える3）。

11世紀の司教がどのように司教区を治め，またどれほ

ど信徒のために心を砕いたか，それが分かるのもこうし

た史料状況のおかげではあろう。

さらに聖人伝が別の視座を与えてくれる。すなわち生

前から認められていたアルマンゴルの聖性は，その死に

よって揺るぎないものとなったが，早くも事故の翌年

「尊者venerandus」として回想されている4）。バルの事

故から数年後には「聖人sanctus」と称されるに至った。

遅くとも1092年までにはアルマンゴルを記念した祭壇

が設けられ，以後，数世紀にわたって信徒を集めること

になる5）。ところで，おそらくはブレイBorrellという

聖堂参事会員が執筆したアルマンゴル伝は，大部な書物

でもなければ，印象に残るほど独創的な作品でもない。

しいていうなら「ポンティフェクスpontifex（司教）」

の語戯を限りなく追求した点に，若干の文学的功績を認

めてもよいという程度である。しかしいずれにせよ，司

教アルマンゴルの統治・奇蹟・移葬について，人びとの

反応とともに知ることができるのはこの聖人伝のおかげ

である。要するにアルマンゴルが思い描き，成し遂げ，

またときに落胆した事象は，2種類のまるで異質な史料

群から明らかになるのだが，アルマンゴルの人物像に迫

るための両史料群はそれぞれ固有の作法にもとづいて書

かれており，いずれも一長一短あるといわざるをえない。

したがって，ときには聖人伝史料hagiography，また

ときには証書史料diplomaと，別々の史料群に司教イ

メージの源泉を求めることになる。両者は照応関係にあ

り，論点によって一方が他方を裏付け，互いに不足する

情報を補い合う。たとえば聖人伝は，アルマンゴルの親

族やカタルーニャおよびセプティマニアSeptimaniaに

広がる聖俗貴顕のネットワークについて，ほとんど何も

教えてくれない。逆に証書はこうした人間関係を幅広く

伝えるものの，聴衆の心を捉えて離さなかったアルマン

ゴルの説教については，頑なに沈黙を守りつづけている。

なおアルマンゴルは，その最期においても特徴的であ

る。聖人伝が語るバルの橋の悲劇は，単なる叙述上の潤

色にとどまらない。それは11世紀司教の役割を正当に

理解するうえで，手がかりとなる事件である。しかし興

味深いその死について考察する前に，アルマンゴルが一

体いかなる点で特殊な存在であったのか，逆にいえば他

のカタルーニャ司教とはどのような共通点があるのか，

まずはこの点から確認しておきたい。

司教と伯

クンフレンConflent副伯の息子として，アルマンゴ

ルはこの地域有数の家系に生を受けた6）。クンフレン副

伯家とウルジェイ司教座ならびに聖堂参事会の関係は，

ときに険悪となることはあっても，長期的には親密さを

保っていた。やがて996年に，アルマンゴルは「大司祭

archilevita」としてウルジェイの史料に登場する。1002年

の史料では，大助祭の肩書きを帯びている7）。アルマン

ゴルがしばしばその取引に立ち会った司教サッラSal.la

は，981年から同職に就いていた。アルマンゴルがウル

ジェイ司教になるための手筈
て は ず

は，このサッラが1003年

までにととのえたものである。サッラはウルジェイ伯と

約定を交わし，当のアルマンゴルも下署したこの文書に

おいて，司教職の授与および反対者がいれば戦いも辞さ

ないことを同伯に約束させた。代価として，伯はアルマ

ンゴルの叙任時と在職初年のあいだ，一定の金を受け取

ることになっていた。さらには新司教アルマンゴルが，

聖遺物を納めた祭壇で伯に誠実誓約を立てることまで取

り決めている8）。いよいよ1010年にサッラが死ぬと，

周到に練り上げられた一連の計画は，当事者全員の思惑

どおりに運んだようである。ただちに誠実誓約が実施さ

れ，亡き司教サッラの遺言宣誓で先頭に立ったのは，新

しいウルジェイ司教アルマンゴルであった9）。

サッラがアルマンゴルの将来を慮
おもんぱか

ることは並々なら

ぬものがある。実際，司教職継承の妨げになりそうな問

都市文化研究 14号 2012年
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図版3 クンフレン副伯家系図

（下線を引いたのが歴代副伯）

C.Baraut,Elsdocuments,delsanys1010-1035,del・arxiucapitular

delaSeud・Urgell,UrgelliaIV（1981）,p.19より改変。



題は入念に排除された。連続性を明確に意識し，またア

ルマンゴルを庇護下に置いていた以上，それは当然のこ

とであったろう。ましてやアルマンゴルが甥にあたるこ

とを思えば，サッラのかかる尽力も何ら不思議ではない。

司教アルマンゴルの誕生に至るこのような経緯は，10-

11世紀カタルーニャの他の司教とも共通している。司

教の任命は伯家・副伯家の専断事項であり，914-1075

年のウルジェイ司教6人のうち5人までがギフレ多毛伯

の末裔であった。そもそも当時のナルボンヌ大司教区で

は，このバルセロナ伯王朝comitaldynastyの半ば伝

説的な始祖の血を引いた息子，孫，曾孫が，司教叙任を

左右している10）。エルナ，バザルー，ビック，ジローナ

そしてナルボンヌ，いずれの司教と大司教も多毛伯の血

を受け継いでいた。在地の伯家・副伯家の出身者が司教

職を独占し，その地位を甥に譲ることも珍しくはない。

もっともカタルーニャで支配的だったこの傾向は，実の

ところ10-11世紀ヨーロッパ全域に共通している。たと

えば963-1087年のポワティエPoitiersでは，4代にわ

たって，おじから甥に司教職が継承された11）。ほぼ同時

期のノルマンディーNormandieでも，同公家が6人の

ルーアンRouen大司教を輩出している。さらに西フラ

ンクと北スペインのキリスト教諸国・諸侯領へ目をやる

なら，ロデーヴLod�ve，ニームN�mes，ル・マンLe

Mans，ルーアン，パンプローナPamplona，オビエド

Oviedo，プロヴァンスProvenceならびにアルビジョワ

Albigeois地方一帯で，おじが死を控えて甥に司教職を

譲る例がみられるのである12）。

11世紀カタルーニャの社会と政治において，伯と司教

は緊密に連携していた。両者ともに同じ社会層，家門に

属していたことが，これを容易にしたことは疑いない。司

教と伯は共同で裁判集会を主宰し，アンダルスAndalus

〔訳注，中世イベリアにおけるイスラーム支配圏〕諸都

市を襲撃し，平和会議を開いた。それは兄弟や従兄弟あ

るいはおじと甥の共同事業だったのである。アルマンゴ

ルの同時代人でアルマンゴルよりも有名なウリバOliba

は，サルダーニャ伯家出身のビック司教であった13）。

両者共通の甥であるギフレも，後にナルボンヌ大司教の

地位に就いている。司教座は伯権力の外郭として機能し

た14）。伯と司教はしばしば裁判集会を共同で主宰し15），

伯が親族司教の司教座に寄進を惜しまない一方，司教も

伯の軍事遠征に従うことを辞さなかった。アルマンゴル

の前任者サッラは，後に建設現場で事故死した甥と異な

り，戦場で命を落としている。すなわちカタルーニャ諸

伯領の将兵がバルセロナ伯の下に行ったコルドバ遠征に

おいて，ウルジェイ伯やビック司教とともに戦死したの

であった。

したがって伯権力と司教権力は，対立関係というより

も協力関係にあると認識されていた。両者の関係は，司

教選出記録や「コンウェニエンティア convenientiae

〔訳注，封建的約定〕」のような史料から正確にうかがい

知れる。司教アルマンゴルが同名のウルジェイ伯アルマ

ンゴルErmengolと交わした複数の合意も，そうした

「コンウェニエンティア」の一例であった16）。10-11世

紀を通じ，伯・副伯の親族が司教職を独占した点で，カ

タルーニャとセプティマニアも他のヨーロッパ諸地域と

変わらない。だが両地域の伯と司教の関係は，司教の行

政的・裁判的権能に関するカロリング的理念が，伯家の

政策とも親和性をもっていたことに独自性があった17）。

アルマンゴルは司教を公権力の代行者とみなすカロリン

グ的政治思想と，カタルーニャ全土に法的正義や財産お

よび裁判手続の理念を広めた西ゴート法の，相互に結び

ついた二種類の伝統を受け継いでいたのである。前者は

8-9世紀フランク王国の中心部，後者は7世紀西ゴート

王国の首都トレドToledoと，それぞれ彫琢された環境

こそ違えども，ある特定の時代・地域における需要を満

たすため採用された伝統であったことに違いはない。つ

まり，どちらの伝統も11世紀初めの，いまだ荒削りな

ピレネー社会の現実に合わせて再構築されたものだった

のである。したがって仮にアルマンゴル個人をフランク

王権の忠実な代行者とみることはできなくても，公権力

という枠組みの中で伯と司教が協力する，そのような関

係を当然視する世界にアルマンゴルが生きていたという

事実は否定できない。

アルマンゴルはまた，ウルジェイ伯の手による司教叙

任を受け入れていた。のみならず在職中も，ときおりサ

ルダーニャ伯ギフレに誓いを立て，伯の領域を侵さない

ことや伯が何者かに脅かされた際は援助することを約束

している18）。アルマンゴルの上位者にあたるナルボンヌ

大司教ギフレは，同名のおじサルダーニャ伯ギフレの計

らいにより，わずか10歳でこの買収された首都大司教

職に就いた。後に今度は大司教ギフレが，ウルジェイ伯

妃クンスタンサConstan�aに10万「ソリドゥスsolidi」

を支払っているが，それは自分の兄弟ギリェムGuillem

を同伯妃の手でウルジェイ司教職に据えるためであった。

叙任自体は1042年に実現するものの 19），その代価は高

くついた。すなわち大司教ギフレは，ウルジェイ司教座

買収のために教会の聖皿まで売り払ったとして，ナルボ

ンヌ副伯により告発されてしまうのである。いずれにし

ても聖と俗，伯権力と司教権力の関係は，他のあらゆる

地域と同様に緊密なものであった。たしかに11世紀後

半になれば，この点を改革派から集中的に非難されるこ

ととなろう。とはいえアルマンゴルの在職期間を通じ，

この種の関係がまったく疑問視されなかったこともまた，

事実なのである20）。もちろん教会人のなかには聖職売買
シ モ ニ ア

，

同族主義，聖職者の妻帯，俗人叙任が蔓延するのをみて，

いまや改革は焦眉の急であると危機感を募らせる者もあっ
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ただろう。しかし改革派がこのような懸念や不安を抱き，

またその影響力は11世紀後半に拡大の一途をたどるに

せよ，旧来型の司教に真摯かつ功績ある人物が少なかっ

たというわけではない。例をサッラとアルマンゴルに限っ

ても，両者ともに勤勉な為政者であった。サッラは甥の

司教教育に心血を注いだし，アルマンゴルも聖人伝で称

賛されたのみならず，証書においても「いとも敬虔なる

religiosissimus」司教と形容された21）。さらにカタルー

ニャはじめ当時の地方社会においては，司教ソシアビリ

テsociability（社会的結合）のネットワークが，いわ

ば社会的・政治的な接着剤として重要な役割を果たした

ことに特徴がある。政治権力が拡散して断片化を遂げな

がら，それでもなお高い安定性を維持したのはこのため

であるが，かかるネットワークが血統と教育に支えられ

ていたことも疑いない22）。たしかに改革派は，やがて

この地域の状況に警鐘を鳴らすであろう。しかし同時に

思慮深く勤勉かつ献身的な司教を数多く輩出したのも，

改革派が非難したこの地域に他ならなかったのである。

司教と都市
23）

以上のように，アルマンゴルが教権と俗権を掌握する

プロセスは当時として何ら珍しいものではなかった。そ

のアルマンゴルの在職期間は，ウルジェイ司教区にとっ

ては，領域的にも経済的にも一大成長期となる。実際，

サッラが司教職に就いた981年からアルマンゴルが没す

る1035年までの間に，ウルジェイ司教座所領は劇的に

増加している。おじサッラはアンドラAndorra渓谷を

中心に所領を拡げ，甥アルマンゴルの時代には，北方キ

リスト教圏の伯・司教が大きく南下してアンダルスの辺

境を脅かしている。アルマンゴルにはサッラのようにコ

ルドバ遠征に従軍した記録はないが，おじを鼓舞した膨

張への意思とでもいうべき精神は受け継いでいた。たと

えば1017年には他の貴顕とともにロダ司教座を設置し

ており24），また証書の記述によれば，1024年にイスラー

ム拠点都市ギッソナGuissonaが奪回されて再キリスト

教化されたのも司教アルマンゴルの功績であるという25）。

攻撃的な隣人から教会所領を守るのも，アルマンゴル

のような司教の責務であった。そこでは通常，軍事的な

力量とともに法的手腕が問われる。たとえば1024年に

は，平素は親密なウルジェイ司教とウルジェイ伯が，相

互の関係を揺るがすような所領争いを起こしている。伯

が司教座は土地を横領していると訴えたのに対し，司教

の法定代理人は，寄進文書や国王・教皇の特権文書を次々

提示して伯を追い詰めた。3年後にもアルマンゴルは司

教座所領の防衛を余儀なくされている。それは親族相手

の長く熾烈な係争であった。最終的に勝訴したとはいえ，

幾重にも狡猾な策略をめぐらせた結果である。裁判記録

の中で忍耐強いと称賛されているとおり26），アルマン

ゴルは何度か法の力で司教座所領を守り抜いた。自ら法

廷で積極的に立ち回る様子は，聖人伝にも記されている。

こうしてアルマンゴルは教会所領をねらう貪欲な者たち

を制し，弁舌は巧みでも酷薄な法の専門家相手に三度ま

で勝訴することとなった。その結果，周囲から「戦いで

頼るべき人confisusinarmis」とみなされるようになっ

たという。他方でアルマンゴルは，ウルジェイ司教座聖

堂と多数の小教会堂を再建するという，野心的な取り組

みにも着手していた。現存するサン・ペラ SantPere

教会はその一例である。もっとも再建された司教座聖堂

は，後に聖人となるもう一人のウルジェイ司教オトOt

の手で1100年ごろに改築される。抜群の組織力を発揮

したアルマンゴルも，技術者としては必ずしも優秀では

なかった。バルの橋も崩落したが，彼がそれほど建築の

才能に恵まれていなかったことは，この司教座聖堂をみ

ても明らかである。史料を信じるなら，アルマンゴルが

手がけた司教座聖堂は再建から50年を経ずして崩れか

かっていたという（「おおかた壊れているように思われ

たpenefractavidebatur」）27）。

アルマンゴルは司教区の経済においても積極的役割を

果たした。都市ウルジェイの人口は，アルマンゴルの在

職期間に増加している。司教と伯の共催によって複数の

場所で年市が開かれるようになったのも，おそらくは

11世紀のこの時期のことであった。史料に両替商や毛

織物商人の所見が増え，ウルジェイ司教が造幣を開始す
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マンゴル（右）
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るのも，やはりアルマンゴル時代かその直後のことであ

る28）。市場税の増収により，伯・司教・聖堂参事会は富

裕化した。11世紀は経済と人口の飛躍的成長期である29）。

しかしアルマンゴルの在職期間中，数え切れないほど多

くの人びとが司教の助言を求めて押し寄せる一方で 30），

都市ウルジェイの国際化は不逞の輩をも招くことになっ

た。『聖エルメンガウドゥス伝』によれば，「トゥルーズ

Toulouse出身の」少数の者たち 都市の市場に惹か

れてウルジェイに来たことは疑いない は，司教聖

人アルマンゴルの血数滴をもち去ろうとしたという。

以上のように，証書史料と考古学資料から得られる人

物像には一定の特徴がみとめられる。すなわち，ウルジェ

イ司教アルマンゴルは教会堂を建設した。司教座市場の

拡大に努め，抜け目なく立ち回って司教座の権益を守り

抜き，同時にイスラーム領を征服して再キリスト教化し

た。証書の中のその姿は，小教区の組織者にして市場の

差配人，流通税の徴収者にして「レコンキスタ」の立役

者とでもいうべきものである。このように，いくつもの

顔をもつアルマンゴルは，経歴の面でも施政の面でも

11世紀司教の典型であった。法に明るくて商業に関心

を寄せ，そのうえ忍耐強いというアルマンゴルの人柄は，

聖人伝の記述によっても裏づけられる。1998年，ピレ

ネーの経済発展を目的として開かれる聖エルメンガウドゥ

スの年市に，産業発展プログラムから手作りチーズに至

るまで120もの出展者が軒を連ねた。この光景を目にし

たなら，聖人となった司教アルマンゴルは必ずや喜ぶに

相違あるまい。

バルにかける橋

11世紀の司教アルマンゴルについて，証書と聖人伝

がいかに鮮やかな人物像を結ぶか，以上の考察からもあ

る程度明らかになったように思われる。そこで以下では，

聖人伝に記されているアルマンゴル最後の事業と，作業

中の事故死という最初の問題に立ち返りたい。まずアル

マンゴルが手がけたバルの橋について，それ自体で完結

した史料はない。証書には，作業中に落下して死んだこ

とを示唆する一節すら存在しないのである。したがって

劇的な最期の場面は，読者の想像力を喚起したいと強く

願った，聖人伝作者の思惑によるものと考えるべきだろ

う。畢竟
ひっきょう

，聖人伝とは，ひとつひとつの事実にもとづい

て歴史的事件を記録するというよりも，むしろ対象とな

る聖性 ある種の永遠の真実 を伝えたいという

願望に突き動かされたジャンルである。主題と目的から

すればアルマンゴル伝もその例に漏れず，感情に訴えて

興味を引こうとしている可能性は否定できない。そうな

るとバルの事故など，単なる伝説とすませたくもなる。

だがそれは思いとどまらねばならない。アルマンゴル

の頭蓋は砕け，凍てつくセグラ川の水に洗われた

こうした迫真の描写には，たしかに読み手の関心や共感

を誘う意図が込められていよう。しかしこの最期の場面

はまた，11世紀の司教が果たした役割という，知的感

興に満ちた議論の呼び水ともなるのである。仮にバルで

の事故が聖人伝作者の虚構にすぎないとしても，それが

司教「像image」理解の有効な手がかりであることに

変わりはないのだから。

聖人・聖女にとって，死は同時に誕生でもある。聖人

が地上で死ねば，それは天上の法廷に昇ることを意味し

た。したがって現世における聖人最期の場面は，読者に

とっても作者にとっても，ひとしく重大な関心事となる。

作者は司教アルマンゴルの死に，いかにも聖人の最期と

いった文飾を施さない。たとえばアルマンゴルは，あら

かじめ自分が死ぬことを信徒に告げることはなかった。

そもそも死を予見してさえいない。初期中世の聖人伝が

主題とした臨終の言葉はおろか，それなりの儀式的体裁

をまとうこともないのである31）。だがここまで慣例無視

を重ねた作者ブレイは，それでもなお死の場面を特別視

している。ブレイはアルマンゴル最後の事業に，この司

教が25年の在職期間で信徒のため積み重ねた，事績す

べての豊潤な隠喩
メタファー

をみてとった。「信徒のため，言葉に

よって天国への橋をかけた32）」。バルの事故に関するこ

の表現は，隠喩としては，とりたてて独創的なものでは

ない。だがここには，司教聖人とは橋をかけるものだと

いう作者ブレイの聖人観があらわれている。この橋は旅・

巡礼・商業の安全を守る物的な橋であると同時に，信徒

の魂を防護するための霊的な橋でもあった。つまりブレ

イが伝えようとしたのは，物的な関心と霊的な関心が司

教の人格において歩み寄る，まさにその有り様を伝える

ことだったのである。

橋の建設と維持は，司教が司教区に対して負う重大な

経済的責務であった。またバルという土地自体，アルマ

ンゴルの胸中で特別な位置を占めていたように思われる。

少なくともバルの一部は両親の所領であり33），アルマ

ンゴルにとっては故郷といえなくもなかった。そしてこ

のバルにアルマンゴルが橋をかけた 正確にはかけ

ようとした ころ，カタルーニャの内外では橋の建

設ラッシュが始まっていた。橋の数が増えるにつれ，そ

の建設は信心行為であるという認識も広まっていく。カ

タルーニャでは1040-80年のあいだに，「橋のためのad

pontes」寄進件数がめざましい勢いで増加している34）。

またアルマンゴルが死んで2年経ったころ，アルビAlbi

では司教アメリウスAmeliusが神の休戦を公布したが，

その目的は「共同体の向上と全アルビの利便のために」

タルンTarn川への架橋工事を呼びかけることであった35）。

また1035年にはジェロンヌ Gellone修道院とアニアー
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ヌ Aniane修道院の両院長が，現在も残る「悪魔の橋

pontdudiable」建設を命じている。はるか北方ではフ

ルク・ネッラFulkNerraが，1007年に1脚，1028年

にさらに2脚の橋を建設した。同じく1028年にブロワ

Blois伯オドOdoは，トゥールTour近郊における架橋

工事への援助を布告した。「富にふさわしく神の嘉
よみ

する

もの」をつくりたい，とは，伯が語った抱負である36）。

最後にウルジェイ西方の隣国，アラゴンAragonの王

ラミーロ Ramiro1世が 1061年に鷹揚な寄進を行った

のも，史料によれば「橋をかけて捕囚を買い戻すため」

であった37）。スペインにおける橋の建設は，サンティ

アゴSantiago巡礼にとって大きな恩恵となった。巡礼・

信仰心・橋の密接な関係について，サイモン・バートン

SimonBartonは次のように述べている。

国王・聖職者・俗人は，この間，競うようにして巡

礼者のための施設を拡充した。道路の修繕，橋や教

会の建設，宿泊施設と施療院設置の背景にあったの

は，それを求める人びとの存在である。「命ある限

り片時も信心行為を欠かさぬよう，ログローニョ

Logro�oからサンティアゴに至るまで，必要な場

所すべてに橋をかけよと命じた」。オビエド司教ペ

ラーヨPelayoがこのように述べて回想する人物は，

レオン・カスティーリャLe�n-Castilla王アルフォ

ンソ Alfonso6世（在位 1065-1109年）である。

「コンポステラへの途上」，レオン山地の城塞アウタ

レスAutaresを対象に，巡礼者の通行税を免除し

たのも同王であった。伯妃テレサ・オベキスTeresa

Ov�quizは，夫ゴメス・ディアスG�mezD�azの事

業を受け継ぎ，1077年までにピスエルガPisuerga

川のカリオンCarri�n橋を完成させている。ドミ

ンゴDomingoというカスティーリャ貴族もまた，

オハOja川に橋をかけ，リオハRioja地方ナヘラ

N�jeraや，遠くはレデシリャ Redecillaからブル

ゴスBurgos東部までつづく巡礼路の敷設を請け負っ

た。この貴族ドミンゴこそ，このような功績ゆえ

後に列聖された，石畳の道
カ ル サ ダ

の聖ドミニクス Santo

DomingodeCalzadaに他ならない38）。

12世紀に作成された『カリクストゥス写本 Codex

Calixtinus』は，巡礼者から渡し賃をだまし取る船頭へ

の注意を呼びかける一方，道路や橋を修繕した者には称

賛の言葉を送っている39）。13世紀を迎えるころには，

さらに世俗の法規でも，信仰と橋が明確に結びつけられ

るようになった。たとえばカスティーリャ王アルフォン

ソ10世が編纂させた『七部法典SietePartidas』は，

橋の建設が信心行為であることを正式に認めている40）。

後期中世の教皇権も，橋の建設に貢献した者に贖宥と特

権を与えた。教皇ベネディクトゥスBenedictus13世は，

ウルジェイ西隣の伯領，リバゴルサRibagor�aにおけ

る架橋工事を奨励している41）。もっともフルクをはじめ

とする伯やアニアーヌ修道院長のような例外もおり，ま

たアルマンゴルほど直接的かつ肉体的に関与する司教は

他にいなかったが，それでもなお橋の建設に責任を負っ

たのは往々にして司教であった。

アルマンゴルはバルの橋に力を注ぎ，信徒たちもこれ

を称賛した。橋が安全性の向上につながったからである。

おかげでバルの住民は川の流れが錯綜する危険な山中を，

つつがなく往来できるようになった。人間にとっても羊

にとっても油断がならないとは，『聖エルメンガウドゥ

ス伝』が記すバルの土地柄である42）。複数河川の交錯地

は危険なものだが，セグラ川がとりわけ猛威を振るった

のもバル近辺であった。カタルーニャ史上もっとも愛さ

れた伯のひとり，バルナト・タリャフェッルが1020年

にローヌRh�ne川で溺死したことは，アルマンゴルもま

ず間違いなく知っていたであろう43）。アンジェAngers

のベルナールBernardも『聖女フィデスの書』におい

て，岩がちなコンクConques周辺の往来がどれほど危

険に満ちているか，同時代人ならではの見解を披歴して

いる。奥深い峡谷で急流に行き当たり怖気をふるう，そ

のような旅人の様子を，ベルナールのこの書物から以下

に抜粋してみよう。

この地で深い地峡を刻みながら流れる川は，やが

てひと筋の滝となって渓谷に注ぐ。轟音とともに水

面を泡立てて注ぎ込むさまは，見る者の心胆を寒か

らしめずにはおかない… これらの滝はあまりに凄

まじい音，咆哮
ほうこう

，濃霧に満ちているため，恐るべき

地獄
ゲ ヘ ナ

とはこれに相違ないと，誰もがひとしく信じる

ほどである… 切り立つ崖に左右を挟まれて急流と

化したこの川を，旅人は渡るのだ。か細い小枝でつ

くられた橋をつたい，彼らは滝を越えていく。身の

毛もよだつ恐怖にふるえながら，足早に通りすぎる

のである44）。

つづいてベルナールは，驢馬の蹄
ひづめ

を橋に引っかけて事故
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図版 5 サンティアゴ巡礼路

関哲行『スペイン巡礼史「地の果ての聖地」を辿る』
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に遭った，不幸な巡礼者の話を紹介する。すっかり動転

した驢馬は，地獄のような上述の川めがけて主人を蹴り

落とした。集まってきた人びとの目にとまって救出され

るまで，この不運な主人は，水に浸かったまま1時間以

上もすごさなければならなかったという。人びとは巡礼

者を救った聖女フィデスを讃えたというが，このような

危険はカタルーニャに限られことではなかった。たとえ

ばリシェRicherは，勉学のため991年にランスReims

からシャルトルChartresへと旅したときのことを記し

ている。道すがら，ろくに補修されていない橋がいくつ

もあり，旅人は自分でこれを継ぎ合わせて渡らなければ

ならなかった。付近の住民でさえ，このような野晒
の ざ ら

しし

の橋を渡ることには恐れをなしたという45）。さらに『聖

ドニヌス伝』でも，この種の危険が印象的に記されてい

る。記述によればドニヌスの聖遺物発見に歓喜した人び

とが，大挙してパルマParmaのスティロネStirone川に

かかる橋へと殺到した。あまりの重さに橋はたわみ，大群

衆は水の中に投げ込まれる。なかには妊婦の姿もあった。

それでも誰ひとり重傷を負わなかったのは，聖ドニヌス
サン・ドンニーノ

の奇蹟の賜物
たまもの

であるという。その様子を活写した12世

紀ボルゴ・サン・ドンニーノBorgoSanDonnino〔訳

注，現イタリア・フィデンツァFidenza司教座〕聖堂

のファサード彫刻装飾は，橋を渡る際のもうひとつの危

険と，頑丈な橋がいかに大切であったかを雄弁に物語っ

ている46）。アルマンゴル自身，ローマ（2回）とサンティ

アゴに旅した経験から，こうした危険は身をもって知っ

ていたに違いない。アルマンゴルがかけようとしたバル

の石橋は，たとえ払拭できなかったにせよ，渡河に付き

ものの不安を和らげはしただろうからである。

橋以外の面でも，この司教は水難から人びとを守った。

アルマンゴルは水利奇蹟hydraulicmiraclesに長けた

聖人である。あるときセグラ川が氾濫して丘まで冠水さ

せ，聖母教会〔訳注，サンタ・マリア・ダ・ラ・セウ・

ドゥルジェイ教会＝ウルジェイ司教座聖堂〕を脅かした

ことがあった。増水した川の流れを変える努力も失敗に

終わり，ついにアルマンゴルが行動に出る。「何人か聖

職者を従えてその場に赴くと，彼は大地に身を投げ，ひ

れ伏して祈った。川が流れを変え，聖母教会を避けて通

るよう，キリストに懇願したのである。聖なる司教はいっ

た。『おお汝，水よ，何故かかる涜聖
とくせい

のふるまいをなす

のか。常の川筋に飽きて教会領を寸断しようとでもいう

のか。神を冒涜する者よ，このような罪を犯すのは思い

とどまるがいい。神の御名において要求する。わが祈り

を聞き届けよ 47）』」。翌日，セグラ川はいつもの流路に

戻った。聖人伝に「見るも驚くべく聞くも驚くべし

Mirabilevisu,mirabileauditu!」と記されているとお

り，それが度を越して攻撃的な隣人と御しがたい河川の

いずれであれ，アルマンゴルは潜在的な侵略者から教会

領を守ったのである。

招かれざる水を立ち退かせただけではない。必要とあ

ればアルマンゴルは水を招き寄せることもできた。『聖

エルメンガウドゥス伝』には，司教が世を去ってから半

年ほど後にみられた，次のような死後奇蹟が記載されて

いる。そのころウルジェイ司教区を旱魃
かんばつ

が襲い，かつて

アルマンゴルの在世中，司教座聖堂を脅かしたセグラ川

にも劣らぬ被害をもたらした。水不足のために家畜の死

骸が野を覆い，畑の作物も枯れ果てるという惨状である。

共同体の面々が途方に暮れていると，アルマンゴルが何

度か姿をあらわし，自分の遺体がしかるべき場所に埋葬

されていないことを示唆した。聖職者と民衆がこれを受

け，アルマンゴルの遺体を教会の一方から他方に移葬す

る。すると翌日は大雨となり，干上がっていた渓谷は潤

いを取り戻したという。それから7年後，ウルジェイが

再び旱魃に見舞われたときも，アルマンゴルは苦しむ住

民を助けている。橋をかけ，洪水を防ぎ，待望の雨を降

らせる 以上すべてに共通するのは，予想しがたい

雨量から暴れ川に至るまで，自然とその脅威を飼いなら

そうとする信徒に，司教アルマンゴルが救いの手を差し

のべていることである48）。聖人・共同体・自然界のこの

三者関係は，ダイナミックではあるが，とりたてて驚く

べきものではない。なぜならセグラ川はときに氾濫して

住民を脅かしもしたが，一方では囲壁をもたない都市ウ

ルジェイを，何世紀にもわたって外敵から守りつづけた

からである49）。

最後に，橋をかけることは，人間社会と自然界の関係

を再編することでもあった50）。すなわち人びとは脅威を

コントロールすることで，他の共同体の儀礼行為や経済

活動に参加できるようになったのである。そこからすれば

アルマンゴル最期の場面は，前後の脈絡を欠いた，徒
いたずら

に

耳目をそばだてるためだけの挿話であったとは考えられ

ない。山あいの渓谷で自然の脅威に晒されながら，それ

でもなお経済成長に与りたいと願っていた11世紀初め

の住民にとって，橋の建設に力を尽くす司教ほど望まし

橋をかける司教（バウマン）
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い指導者はいなかった。「全ウルジェイ民衆の守護聖人

は，先に述べた都市民のみならず，農民の福利にも心を

砕いていたPatronustotiusUrgellensispopulidictiset

factis,nontantum urbanis,sedetcurabatprodesse

rusticis」。聖人伝はこのように述べて，アルマンゴルが

都市の商人と周囲から隔絶した谷間の農民の，いずれに

とってもひとしく守護聖人であったことを物語る。アル

マンゴルの死に関する記述も，共同体のために司教がど

れほど危険を冒したか，いかにして実務と聖務を結びつ

けて現世と来世のあいだに橋をかけたか，そうしたこと

を銘記して賛美するうえで，もっとも効果的な手法を選

んだ結果なのである51）。幸いなるウルジェイ人なら誰で

あれ，こうした守護聖人に恵まれたことを喜ぶべきであ

る 『聖エルメンガウドゥス伝』がこのように主張

するのも無理はない52）。

なおアルマンゴル没後，橋の建設がいかなる運命をた

どったか，聖人伝は黙して語らない。同司教が深く関与

していた以上，事業の失敗が暗示されていると解釈すべ

きだろう。それでも，セグラ架橋は11世紀バル住民の

悲願でありつづけた。たとえば1040年代の遺言状に，

バルの橋に言及したものが2つある。セグラ川にかける

この橋のため，サニオフレトSeniofredなる司祭は葡萄

酒1クイナルquinalを遺贈し，同年ギタルトGuitard

なる「司祭levita」もこれに倣った53）。もっともこの橋

が，アルマンゴルの手がけた橋と同じものであったかど

うか定かではない。いずれにせよ1070年代を迎えるこ

ろには，セグラ川を渡る交通に新たな動きが求められる

ようになっていた。1076年の平和の合意は，誠意をもっ

て努力しながらも決して手際がよかったとはいえない司

教〔アルマンゴル〕の死後なお，人びとが依然として橋

を希求していたことを伝えている。この合意文書の中で，

バルとトルリウToloriu（セグラ川を挟んでバルと向か

い合う集落）の住民は，まずはじめにウルジェイ伯とサ

ルダーニャ伯の紛争に巻き込まれはしまいかとの懸念を

表明する。事実，彼らは不安に駆られていた。「近隣に

住むわれわれとしては，この騒乱に呑み込まれるわけに

はいかず，またほとんど根こそぎ家財を奪われるような

ことがあってもならない。だからわれわれとわれわれの

子孫すべてが，あらゆる恐怖から安全かつ自由になれる

よう，できる限りの準備をしよう」。人びとは感謝の念

を示しながら，以下の条件に賛同した。「われわれとわ

れわれの子どもたちは，セグラ川に臨むバルに前述の橋

をかけ，両境界を結ぶ前述の道を均
なら

そう。この世に人の

ある限り，この道を通って橋を渡りたいと望むすべての

人間が，なんら阻まれることなくまっすぐ進んでいける

ように」54）。こうして1076年，40年前にアルマンゴル

が命を賭した橋は，住民自身の手でバルに完成した。と

ころが地上に人の暮らす限り存続する橋を，と願った住

民の思いが果たされることはなかった。バルの橋は1985

年に崩れ落ちたのである。

注
1.［訳注］当時のカタルーニャにおける教会行政区について，概

略を記しておく。古代よりタラゴナTarragona大司教座の下に

編成されていた北東イベリアの諸司教区は，8-9世紀のイスラー

ムおよびフランクの征服によって解体した。両宗教勢力圏の境界

域に位置するタラゴナは荒廃し，繁栄を誇ったかつての古代都市

とともに同大司教座は失われる。後にカタルーニャと呼ばれるこ

の地方の教会は，フランク王権によってピレネーの彼方，南仏ナ

ルボンヌNarbonne大司教座の管轄下に組み込まれた。こうして

12世紀前半にバルセロナ伯がタラゴナを征服するまで，約400年

にわたってカタルーニャの諸司教座はナルボンヌ大司教区に属す

ることとなる。

王権による再編は個々の司教座にも及んだ。古代の司教座アガ

ラEgaraとアンプリアスEmp�riesが廃止され，代わりにイス

ラーム占領期に消滅していたエルナElna・ジローナGirona・バ

ルセロナの３つの司教座が再建される。9世紀末には，カタルー

ニャ「建国の父」ギフレ多毛伯Guifr�elPel�sがビックVic司

教座を復興した。やがて11世紀前半にロダRoda司教座が新設

されたことは，本文でも述べられているとおりである。また一時

的にであるが，同じ11世紀前半には，本文にも登場するバザルー

Besal�伯バルナト・タリャフェッルBernatTallaferroの肝入り

でバザルー司教座が設置された。

こうしたなかにあってイスラーム征服後もっとも早い時期に再

建され，広くピレネー地方カタルーニャ圏を統轄したのがウルジェ

イ司教座である。ちなみに養子説adopcionisme（イエスは神に

養子として受け入れられた人間であるとし，キリストの神性を否

定する説。註23も参照）に共鳴して異端宣告を受けたことで有

名なフェリクスF�lixは，フランク征服に先立つこと7年前に選

出されていた同司教（在職期間781-89年）であった。以上の経

緯を経て，司教アルマンゴル時代（1010-35年）のカタルーニャ

には，合計７つの司教区が並び立つ状況となっていた。

2.・Coepitipsemanibuspropriisoperandopontemconstruere.・

VitaS.Ermengaudi,inActaSanctorum Novembris,Vol.II,

Pt.I（Brussels1894）,P.84,col.1,par.4.BibliothecaHagio-

graphicaLatina,2609.この『聖エルメンガウドゥス伝』は，

成立年代の確定がむずかしい史料である。ニクラウ・ドゥルベ

Nicolaud・Olwerは，11世紀半ばのウルジェイ司教座に「学者

scolasticus」ブレイなる聖堂参事会員が存在したことを根拠として

1040年代成立説を唱えたが（Lalit�raturelatineauXIesi�cle,

Catalogneal・�poqueromane［Paris1932］,pp.216-217），『エ

ルメンガウドゥス伝』の成立が比較的早かったと思われる理由は

他にもある。すなわち聖エルメンガウドゥス崇敬はアルマンゴル

本人の死後急速に発展しており，崇敬のプロモートには聖人伝が
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不可欠だったと推測されるからである。さらにいえば，アルマン

ゴル伝の関心は証書史料のそれと符合している。

3.Cebri�Baraut（ed.）,ElsdocumentsdelsseglesIX-XIcon-
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4.Baraut,op.cit.,Nos.491,491bis。
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9.Ibid.,No.314.
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m�di�valenFrance,ProceedingsoftheSecondInternational
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1963,edd.StephanKuttnerandJ.JosephRyan（・Monumenta

IurisCanonici・,SeriesC:Subsidia,Vol.1［VaticanCity1965］）,

p.142;Jean-PierrePoly,MartinAurell,andDominiqueIogna-

Plat,LaProvence,inLessoci�t�sm�ridionalesauxalentours

del・anmil:r�pertoiredessourcesetdocumentscomment�s,ed.

MichelZimmermann（Paris1992）,pp.340-341;Jean-Louis
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22.以下を参照。JeffreyA.Bowman,Councils,Mills,andMemo-

ry:TheEarlyDevelopmentofthePeaceofGodinCatalonia,

EarlyMedievalEurope8（1999）,99-130.

23.［訳注］都市ウルジェイについては，ウルジェイとバルセロナを

主要対象に初期中世の都市形成から後期中世の都市社会まで幅広

い研究を行っている，現地カタルーニャ学界の都市史の大家カル

マ・バッリャCarmeBatlleの一連の研究がある。本誌の性質上，

やや詳しく紹介しておく。C.Batlle,Evoluci�ndeunaciudad
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catalana:LaSeud・Urgellenlaedadmedia,inHomenajea

DonJos�Mar�aLacarradeMiguelensujubilaci�ndelpro-

fesorado:estudiosmedievales,Zaragoza1977,pp.175-190;Els

or�gensmedievalesil・evoluci�urbanadelaSeud・Urgell,

Urgellia2（1979）,pp.147-167;Unaspectedelahistoriadels

Pirineus:elselementsdelapoblaciodelaSeud・Urgell,in

Conflent,Vallespiretmontagnescatalanes:actesdu Lie

Congr�sdelaF�d�rationhistiriqueduLanguedocm�diterran

�enetduRusillonorganis��PradesetVillefranche-de-Con-

flent,les10et11juin1978,Montpellier1980,pp.93-102;Els

or�gensmedievalesdelaSeud・Urgell,Barcelona1979;La

ciutatdelaSeud・Urgellialtrespoblaciondelacomarca,

CatalunyaRomanica,VI（1992）,pp.88-97.

本稿の主要舞台はピレネー山岳地帯のカタルーニャ側，ウルジェ

イ司教区である。ピレネー山中でも特に広いこの盆地は，中世か

ら現在に至るまで，一貫してラ・セウ・ドゥルジェイLaSeud・

Urgellを中心的定住地としてきた（文字通り「ウルジェイ司教座」

という意味である）。「ウルジェイ」の名はローマ時代の呼称「オ

ルギアOrgia」あるいは「オルゲッリアOrgellia」に由来し，古

くは山岳地の先住民が話していたバスク語に起源するという。だ

が「キウィタスcivitas」（ローマ期の首邑都市）オルゲッリアが，

そのまま今日のラ・セウ・ドゥルジェイに連続しているわけでは

ない。

古来この付近一帯はピレネーを縦横に走る陸上交通路の結節点

であった。東のサルダーニャと西のリェイダLleida（司教アルマ

ンゴルの時代はイスラームの有力都市）を結び，南はバルセロナ

から北は南仏諸地域まで伸びる幾筋もの道路が，この盆地で交わ

り合った。ピレネーの山中といっても，決して周囲から隔絶した

陸の孤島でなかったことは，本文にもあるトゥルーズ人の記述か

ら明らかである 。実際12-13世紀の南仏ラングドックおよびカ

タルーニャで異端カタリ派が蔓延したのも，トランス・ピレネー

羊毛産業（移動放牧と毛織物関連の商業・手工業）の発展が背景

にあった。山脈を越えた南側，カタルーニャにおけるカタリ派最

初の拠点はウルジェイ司教区である。

いずれにせよ交通の要衝であったこの地域で，最初の中心的定

住地が形成された場所はラ・セウ・ドゥルジェイではない。同所

から西に約1.5キロメートル離れた，バリラValira川岸の小高

い丘である。古代の都市的集落キウィタスはこの丘陵に建設され，

周辺領域ローマ化の拠点となった。これが現在のカステイシウタ

トCastellciutatで，伝説によれば聖ヤコブ
サ ン テ ィ ア ゴ

の弟子といわれる聖

ユストゥスJustus（初代ウルジェイ司教ジュストJust）が司教

座を創設し，福音伝道の拠点としたのも丘上都市オルゲッリアで

あった。

ところが8-9世紀，南北から相次いでこの地に侵入したイスラー

ム，およびフランクの征服で状況は一変する。オルゲッリアがイ

スラーム支配に服した期間は比較的短かったが，その立地ゆえ以

後もしばしば略奪遠征の標的にされ，古代以来の都市的集落は次

第に衰えていった。教会史上に有名なウルジェイ司教フェリクス

（818年没）の存在が，この退潮に拍車をかける。フェリクスはロー

マの教皇権に対抗するトレド大司教エリパンドElipandoに共鳴

し，ローマ教会から異端と断罪されたその主張（養子説）を支持

したため，「キリスト教帝国」の危機を感知したフランク王権が

直接介入に乗り出したのである。司教フェリクスは教皇レオLeo3

世によって罷免され，カロリング教会政策の立役者というべきア

ルクィンとアニアーヌ修道院長ベネディクトゥスの両名が，この

地における養子説異端と旧西ゴート教会の伝統一掃を指揮した。

注目すべきは，都市的空間の再編が伴ったことである。すなわち

この過程で司教座はバリラ川を越えて東に移動し，やがて「ウル

ジェイのウィクスVicusUrgelli」と呼ばれる新たな中心的定住

地がセグラ川北岸に形成された。司教座の移転により，古代のキ

ウィタスから郭外地ウィクスへと中心核が移動する現象は，同じ

カタルーニャ都市ビックにも共通する（地名ビックのラテン語表

記はまさしく「ウィクス」）。ただ異端のキウィタスに正統信仰の

ウィクスが取って代わるという，聖俗が複雑に絡まり合った一種

の政治文化的な形成プロセスに，中世都市ウルジェイの独自性が

みてとれる。

キウィタスには伯の城塞が残ったものの，司教座ウィクスの発

展と反比例するようにして衰え，ついには「キウィタス・フラク

タcivitasfracta（崩れた都市あるいは衰えた都市）」とまで形容

されるに至った。こうして司教アルマンゴルの時代（11世紀前半）

には，西のカステイシウタトと東のラ・セウ・ドゥルジェイとい

う，バリラ川を挟んで向かい合う都市的景観の原型ができあがっ

た。よって正確を期するなら，中世以降この地域の中心都市は

「ラ・セウ・ドゥルジェイ」であったというべきだろう。しかし

煩瑣を嫌ってか，現地カタルーニャでも「セウ」あるいは「ウル

ジェイ」と省略することが珍しくない。実際，バウマン博士の原

文でも単に「ウルジェイ」とのみ表記されていることから，以下

の訳文では「都市ウルジェイ」の地名で統一した。

なお司教アルマンゴルの下で本格的成長を開始した中世都市ウ

ルジェイは，その後12世紀後半に「悪しき慣習malsusos」の

免除を得て法的に「自由」となり，13世紀後半から14世紀前半

のマリョルカ王国RegnedeMallorca時代に最盛期を迎える。

ちなみに都市ウルジェイにおける年市feriaの所見（11世紀前半）

は，カタルーニャはもとよりイベリア全域でも最も古い。
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